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研究成果の概要（和文）：本研究では、島根県出雲地域諸方言の共時的言語体系の全体像を明らかにするととも
に，地理的変異についてもその概容を把握し、出雲諸方言の歴史的形成過程解明に向けた研究の進展に貢献する
ことを目的とし、出雲地域諸方言の隣地調査を行った。研究期間中に所属研究機関の移動などがあり、必ずしも
十分な調査を行うことはできなかったが、地理的変異の概要を把握するだけのデータを得ることができた。特
に、アクセントと動詞形態論（活用体系）については全７地点で調査を行うことができた。また、大社方言と佐
白方言については、簡易文法書を作成するのに必要な基本的なデータを収集することができた。

研究成果の概要（英文）：This study dealt with a grammatical description of the Izumo dialects, and 
the geographical variation of these dialects. A major outcome of the project consists of accent data
 of the seven Izumo dialects. At the outset, this study aimed at providing a comprehensive 
description of one of the dialects in the Izumo area, but I later decided to focus on a more 
detailed description of the geographical variation. This is related to the change in my affiliation 
and corresponding busyness. Despite the shift in the focus of the research, the research project was
 successful, as it enhanced the description of the geographical variation of these dialects, which 
was one of the central aims of this research.

研究分野：言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
島根県出雲地域諸方言は、日本語方言研
究・日本語史研究・言語類型論など様々な点
において重要な位置づけにある方言である。  
出雲諸方言に関する研究としては、古く加
藤（1935）に自らの内省にもとづく簡単な文
法記述があり、後に広戸（1949; 1950）によ
るある程度のまとまった記述が出た。しかし、
上述の加藤や広戸などの先行研究から半世
紀以上が経過した現在、出雲諸方言の記述的
研究はほとんど進展していない。近年の目立
った成果と言えば、出雲諸方言の音声特徴に
関する研究（前川 1984）や動詞活用形の一
部についての論考（小西 2011）、若干の談話
資料と語彙集などがあるだけで、体系的記述
は皆無である。また、例えば上述のゼロ準体
や属格助詞「ガ・ノ」の現れについては、多
くの先行研究で指摘さえされていない。この
他にも従来指摘されていない言語事実が存
在している可能性がある。先行研究の記述も、
体系性に欠けていたり、単なる事実の指摘だ
けで深い分析がなされていなかったりする
などの問題がある。 
 
２．研究の目的 
上述の背景に鑑みれば、出雲諸方言の体系
的な文法記述を行うことが差し当たりの重
要な課題となる。また、出雲諸方言が持つ東
日本的な特徴の歴史的位置づけを含めて、出
雲諸方言の歴史的形成過程を明らかにする
ためには、出雲諸方言内部における地理的変
異について網羅的に記述し、かつ、周辺方言
との接触に起因する言語特徴の伝播までも
考慮した歴史言語学的・方言地理学的研究が
必要となる。 
このような研究全体の構想の中で、出雲諸
方言の共時的言語体系の全体像を明らかに
するとともに、地理的変異についてもその概
容を把握し、それにより出雲諸方言の歴史的
形成過程解明に向けた研究の進展および関
連諸分野の発展に資することが本研究の目
的である。 

 
３．研究の方法 
上記の目的の達成のため、具体的には出雲
市大社方言の包括的な記述文書を提出する
ことと、それを軸にして出雲地域諸方言の地
理的変異についても可能な限りその詳細を
把握することを目指し、出雲地域諸方言の隣
地調査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究では、島根県出雲地域諸方言の共時
的言語体系の全体像を明らかにするととも
に、地理的変異についてもその概容を把握し、
出雲諸方言の歴史的形成過程解明に向けた
研究の進展に貢献することを目的とし、出雲
地域諸方言の隣地調査を行った。 
研究期間中に所属研究機関の移動などが
あり、必ずしも十分な調査を行うことはでき

なかったが、地理的変異の概要を把握するだ
けのデータを得ることができた。 
特に、アクセントについては、全７地点で
各地点１０００語以上の単語のアクセント
データを収集することができた。そのアクセ
ント型の分布パターンの分析から、以下のこ
とが明らかになった。 
すなわち、従来の研究（例えば広戸（1950））
によれば、出雲方言もその内部は一様でなく、
音韻・語彙・形態等様々な要素によって、 
 
[I]出雲市を中心とする北西部の方言、 
［II］奥出雲町を中心とする南部の方言、 
［III］安来市を中心とする北東部の方言、 
 
に分けられるということが分かっているが、
それが、アクセント型の分布からも支持され
ることが明らかになった。 
また、出雲方言内部におけるアクセント型
の分布の地域差が意味するところについて、
歴史的観点から考察をした結果、アクセント
型の分布からは、出雲方言は大きく A北西部
方言群と B南部・北東部方言群の二系統に大
きく分けられることが明らかになった。加え
て、出雲方言内部に見られるアクセント型の
連続的分布は、基本的に Bの南部・北東部方
言群の内部で起こったアクセント変化の過
程を反映しているものとして捉えるべきで
あることが明らかになった。 
また、大社方言と佐白方言については、簡
易文法書を作成するのに必要な基本的なデ
ータを収集することができた。特に、格助詞
「ガ」と「ノ」について、その使い分けのあ
り方を記述した。特筆すべきは、出雲方言に
おける格助詞「ガ」「ノ」の使い分けが、広
戸（1950）が指摘するような、「ガ」「ノ」に
前接する名詞が敬意の対象となるかどうか、
という基準だけでなく、当該の名詞が、有情
物か無情物かという基準にもよるというこ
とが明らかになったことである。 
即ち、「ガ」「ノ」が属格助詞として用いら
れる場合には、当該の名詞が敬意の対象とな
る場合には「ノ」しか用いることができず、
敬意の対象とならない場合には「ガ」も「ノ」
も用いることができる。ただし、敬意の対象
とならない名詞であっても、無情物の場合に
は「ノ」しか用いることができないのである。 
なお、「ガ」「ノ」が主格助詞として用いら
れる場合には、当該の名詞が敬意の対象とな
れば「ノ」も「ガ」も用いることができ、そ
うでなければ「ガ」しか用いることができな
い。この際には、有情物か無情物かの違いは
関係がない。 
以上、当初の目的は達成できなかったもの
の、アクセントを中心にして、従来に無い研
究成果を残すことができた。特に、アクセン
ト型の分布から、出雲方言の地域差について
歴史的観点から考察し、その分布のあり方と
歴史的変遷を明らかにすることができた点
は、大きな成果であった。 
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